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猟銃所持者の皆様へ

令 和 ８ 年 １ ０ 月
警視庁生活環境課

散弾・単弾の明確な区別について
猟銃所持者の皆様は、銃刀法の規定により実包の譲受け、消費等

に関する「帳簿」の備え付けが義務付けられています。

「帳簿」に記載しなければならない事項については、銃刀法施行
規則に定められているところ、その中に「ライフル実包以外の実包
にあつては、単弾又は散弾の別を含む。」との規定があります。

｢散弾｣｢単弾｣を区別して適切に帳簿を記載していくため、まずは
実包の譲受許可申請の段階から意識して｢散弾｣｢単弾｣を書き分けて
いくようよろしくお願いします。

１ 譲受許可申請書の記載例

２ 消費等計画書(申請書別紙)の記載例

ライフル実包以外の実包
について、番径と散弾／
単弾の区別を記載

種類ごとに
数量を記載

使用銃種を記載
※ライフル銃の場合､銃腔内
腔旋割合から旧法(50%～100
％)／特定(20%～50%未満)
の別も明記する。

所持銃の凡例を記載
（銃１丁ずつの銃種と
銃番号を付記）

どの銃で消費
する予定かを
区別して記載

ライフル実包以外の実包の消費予定数量
についても、番径と散弾／単弾の区別を
明確に記載

所持銃で使用
する（適合）
実包の名称を
正確に記載
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